
地方財政審議会付議（説明）案件

令和元年６月２６日（水） 

（案件名）  

・航空機燃料譲与税法施行規則の改正について（決裁）

○航空機燃料譲与税法（昭和 47 年法律第 13 号）

（地方財政審議会の意見の聴取）

第６条の２  総務大臣は、次に掲げる場合には、地方財政審議会の意見を聞かな

ければならない。 

一 略 

二  第２条第１項若しくは第３項、第２条の２第３項又は前条の総務省令を制

定し、又は改廃しようとするとき。 

三 略 

自治税務局 企画課 

 理事官  沼澤 弘平

（内２３５１１）



航空機燃料譲与税法施行規則の改正について 

 

 

（１）現行制度の概要 

航空機燃料譲与税の譲与額は、２分の１を着陸料収入額により、

残りの２分の１を航空機の騒音が特に著しい地区内の世帯数によ

り按分し、空港関係地方団体に譲与している。 

この航空機の騒音の基準については、「日本工業規格 Z8731（環

境騒音の表示・測定方法）」を用いている。 

 

（２）改正概要 

不正競争防止法等の一部を改正する法律（平成 30 年５月 30 日

法律第 33号）において、工業標準化法が一部改正され、同法の法

律名や規格名等が変更されることとなった。 

航空機燃料譲与税法施行規則において、同法の法律名や規格名

等を引用していることから、該当部分の改正を行うこととする。 

【参考】航空機燃料譲与税法施行規則において改正する用語等 

「工業標準化法」 → 「産業標準化法」 

「第 17条第１項」 → 「第 20条第１項」 

「日本工業規格」 → 「日本産業規格」 

 

（３）施行期日 

令和元年７月１日 
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不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
総
務
省
関
係
省
令
の
整
理
に
関
す
る
省
令
案
（
抜
粋
）

○
総
務
省
令
第

号

不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
不
正
競
争
防

止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
総
務
省
関
係
省
令
の
整
理
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和

年

月

日

総
務
大
臣

石
田

真
敏

不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
総
務
省
関
係
省
令
の
整
理
に
関
す
る
省
令

第
一
条

～

第
十
八
条

略

（
航
空
機
燃
料
譲
与
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

航
空
機
燃
料
譲
与
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
自
治
省
令
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
工
業
標
準
化
法
」
を
「
産
業
標
準
化
法
」
に
、
「
第
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一

項
」
に
、
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条

～

第
六
十
四
条

略

附

則

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。
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新
旧
対
照
条
文
（
抜
粋
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

第
十
九
条
に
よ
る
改
正
（
航
空
機
燃
料
譲
与
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
自
治
省
令
第
二
十
六
号
）
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
地
区
）

（
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
地
区
）

第
二
条

略

第
二
条

法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
地
区
は
、
同
号

に
規
定
す
る
市
町
村
の
区
域
の
う
ち
、
航
空
機
（
国
内
航
空
に
従
事
す
る
も
の
に
限

る
。
以
下
同
じ
。
）
の
騒
音
に
つ
い
て
、
次
の
算
式
に
よ
つ
て
得
た
数
値
が
六
十
二

デ
シ
ベ
ル
以
上
で
あ
る
地
区
と
す
る
。

算
式

算
式

略

略

算
式
の
符
号

算
式
の
符
号

略

こ
の
算
式
に
お
い
て
、L

A
E
,
d
i

、L
A
E
,
e
j

、L
A
E
,
n
k

、T
０

及
びT

の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ

次
の
と
お
り
と
す
る
。

L
A
E
,
d
i

当
該
空
港
に
お
い
て
離
陸
し
、
又
は
着
陸
す
る
航
空
機
に
よ
り
一
日
の
間

L
A
E
,
d
i

当
該
空
港
に
お
い
て
離
陸
し
、
又
は
着
陸
す
る
航
空
機
に
よ
り
一
日
の
間
に

に
単
発
的
に
発
生
す
る
騒
音
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
単
発
騒
音
」
と
い
う
。

単
発
的
に
発
生
す
る
騒
音
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
単
発
騒
音
」
と
い
う
。
）

）
の
う
ち
午
前
七
時
を
過
ぎ
午
後
七
時
に
至
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
ｉ
番
目
の
も

の
う
ち
午
前
七
時
を
過
ぎ
午
後
七
時
に
至
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
ｉ
番
目
の
も
の

の
の
単
発
騒
音
暴
露
レ
ベ
ル
（
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十

の
単
発
騒
音
暴
露
レ
ベ
ル
（
工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五

五
号
）
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
産
業
規
格
Ｚ
八
七
三
一
で
定
め
る
算

号
）
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
工
業
規
格
Ｚ
八
七
三
一
で
定
め
る
算
式

式
に
よ
り
得
た
単
発
騒
音
暴
露
レ
ベ
ル
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。

に
よ
り
得
た
単
発
騒
音
暴
露
レ
ベ
ル
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

）
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略
L
A
E
,
e
j

単
発
騒
音
の
う
ち
午
後
七
時
を
過
ぎ
午
後
十
時
に
至
る
ま
で
の
間
に
お
け

る
ｊ
番
目
の
も
の
の
単
発
騒
音
暴
露
レ
ベ
ル

L
A
E
,
n
k

単
発
騒
音
の
う
ち
午
前
零
時
を
過
ぎ
午
前
七
時
に
至
る
ま
で
及
び
午
後
十

時
を
過
ぎ
午
後
十
二
時
に
至
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
ｋ
番
目
の
も
の
の
単
発
騒
音

暴
露
レ
ベ
ル

T
０

規
準
化
時
間
（
秒
）
と
し
、
一

T

一
日
の
時
間
（
秒
）
と
し
、
八
六
、
四
〇
〇

２

略

２

前
項
に
規
定
す
るL

A
E
,
d
i

、L
A
E
,
e
j

及
びL

A
E
,
n
k

の
値
は
、
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号

の
空
港
ご
と
に
、
当
該
空
港
に
お
い
て
離
陸
し
、
又
は
着
陸
す
る
航
空
機
の
型
式
、

飛
行
回
数
、
飛
行
時
刻
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
、
毎
年
四
月
（
年
度
の
中
途
に
お
い

て
、
同
号
の
空
港
と
な
つ
た
も
の
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

総
務
大
臣
が
別
に
定
め
る
時
期
）
に
お
け
る
、
標
準
的
な
条
件
を
設
定
し
、
こ
れ
に

基
づ
い
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
飛
行
経
路
は
、
年
間
に
お
け
る
標
準

的
な
条
件
を
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。
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